
上下⽔道施設の耐震化と
⽼朽化への対策について

資 料 １

⼤正５年３⽉ 通⽔開始

平成２９年 普及率︓９８．０％

１上下⽔道事業のあゆみ １

昭和４０年８⽉ 処理開始

平成２９年 普及率︓８８．０％

平成２８年３⽉ 通⽔開始から
１００周年 平成２7年8⽉ 処理開始から

５０周年

⽔道事業 下⽔道事業



２上下⽔道施設の概要 ２
⽔道 下⽔道

主な施設 ５浄⽔場 ５処理場

管延⻑ 約３，１８４ｋｍ 約２，４３４ｋｍ

松⽥新⽥浄⽔場・川⽥⽔再⽣センター ３

松⽥新⽥浄⽔場

川⽥⽔再⽣センター



⽔道施設の現状 ４
布設年度別管路延⻑
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下⽔道施設の現状 ５
布設年度別管渠延⻑



上下⽔道事業を取り巻く環境の変化 ６

⼤規模な
⾃然災害の発⽣

⽼朽化による事故の発⽣

⼈⼝減少に伴う
⽔需要の減少

⽼朽化による事故の発⽣例（⽔道） ７



⽼朽化による事故の発⽣例（下⽔道） ８

耐震化

⽼朽化対策

対応策 ９

災害に強い
上下⽔道の確⽴

安定した上下⽔道
事業の推進

阪神淡路⼤震災相当の
地震に耐えられるよう
上下⽔道施設を耐震補強

⽼朽化した上下⽔道施設の
改築・更新



浄⽔場・管路の耐震化⼯事

耐震化の取組状況（⽔道） １０

松⽥新⽥浄⽔場沈澱池

⾼間⽊・松⽥を結ぶ導⽔管

耐震化の取組状況（下⽔道） １１

地震動を吸収する⽬地の設置

処理場・管渠の耐震化⼯事

川⽥⽔再⽣センター



⽼朽管の更新

⽼朽化対策の取組状況（⽔道） １２

新しい管の布設

撤去した⽼朽管

⽼朽管渠の改築・更新

⽼朽化対策の取組状況（下⽔道） １３

整備後

整備前



ｚ

課題 １４

料⾦収⼊の減少

組織体制の確保更新需要の増⼤

本市の対応⽅針 １５

劣化による影響度などのリスクを踏まえた
優先順位に基づき耐震化や改築・更新の実施

現⾏の料⾦収⼊の中で対策を実施

課題



優先順位の考え⽅ １６

総合的に勘案

重要度 点検・調査結果

劣化による影響度などのリスク

⽔道施設更新・
⻑寿命化基本計画

下⽔道施設改築・
更新計画

上下⽔道施設耐震化
基本計画

耐震化
⽼朽化対策

整合

計画の概要（耐震化） １７

⽬標

背景・⽬的 対象

近年頻発化する地震などの災害

災害に強い上下⽔道の確⽴

上下⽔道施設の
耐震性を確保

施設 管

⽔道 ︓浄⽔場など
下⽔道︓処理場など

⽔道 ︓導⽔管など
下⽔道 ︓汚⽔管など

阪神淡路⼤震災相当の地震に
耐えられる上下⽔道施設の確⽴



計画の考え⽅（耐震化） １８

リスクを踏まえた
優先順位の設定

地震によって破損した場合
の影響度などのリスクを把握

耐震性が確保されていない
上下⽔道施設が抱えるリスク

優先順位に基づき計画的
かつ効率的な耐震化の実施

対応が必要

課題 対応

近年頻発化する地震などの災害

計画の概要（⽼朽化対策） １９

計画期間

背景・⽬的 対象

平成３１年度〜平成４０年度
（１０年間）

⽼朽化に伴う
更新需要の増⼤

⼈⼝減少社会
の到来

安定した上下⽔道事業の推進

上下⽔道施設の
健全性を確保

施設 管

⽔道 ︓浄⽔場など
下⽔道︓処理場など

⽔道 ︓配⽔管など
下⽔道 ︓汚⽔管など



計画の考え⽅（⽼朽化対策） ２０

リスクを踏まえた
優先順位の設定

劣化による影響度などの
リスクを把握

⽼朽化が進⾏している
上下⽔道施設が抱えるリスク

優先順位に基づき計画的
かつ効率的な

改築・更新の実施

⽼朽化に伴う
更新需要の増⼤

対応が必要

課題 対応

お客様重視の質の⾼い
上下⽔道サービスを提供

災害に強い
上下⽔道の確⽴

安定した
上下⽔道事業の推進

まとめ ２１



ご清聴ありがとうございました

宇都宮市上下⽔道局


